
平成20年度

電気工学科 高電圧工学

学年 第4学年 担当教員名 佐々木　敦

単位数・期間 2単位 前期 週当りの開講回数 1回 必修 学修単位１

授業の目標と概要

電気エネルギーを安全に利用し，電気機器の絶縁設計のために必要な絶縁破壊現象を理解し，これ��
に関連する高電圧発生装置，高電圧測定の専門的な知識・技術を学ぶ．また高電圧を利用した機器��
についても学習する．

釧路高専目標 D:100% JABEE目標 d-2-a

履修上の注意�
（準備する用具・前提とな

る知識等）

微分方程式，等比級数等の数学，電気回路等の基礎知識を必要とする．��
演習課題等を課すので，指示に従って確実に提出すること．

到達目標

(1) 気体の放電理論，液体・固体の絶縁破壊現象が理解できる．��
(2) 高電圧の発生装置と測定技法が理解できる．��
(3) 高電圧を応用した機器の原理が理解できる．

成績評価方法

合否判定：2回の定期試験の平均が60点を超えていること．��
最終評価：2回の定期試験の平均とする．

テキスト・参考書

教科書：新高電圧工学　著者：坂本三郎，田頭博昭　発行所：朝倉書店��
参考書：高電圧工学　著者：植月唯夫他　発行所：コロナ社��
参考書：高電圧工学　著者：河村達雄他　発行所：電気学会

メッセージ

放電理論はまだ未知の点が多いので，放電破壊の現象をよく理解するように努めること．

授　業　内　容

授業項目 授業項目ごとの達成目標

1. 高電圧現象の基礎 (２回)��
2. 気体の絶縁破壊理論 (２回)��
3. 気体の絶縁破壊特性 (３回)

1. 粒子の衝突課程について理解できる．��
2. タウンゼント理論を理解する．��
   ストリーマ理論を理解する．��
3. コロナ，グロー，アーク放電現象が理解できる．��
   真空中の放電理論を理解する．��
   高周波放電理論を理解する．

前期中間試験 実施する

4. 高電圧発生装置 (３回)��
5. 高電圧測定 (３回)��
6. 高電圧応用 (２回)

4. 交流高電圧発生装置を理解する．��
   直流高電圧発生装置を理解する．��
   インパルス高電圧発生装置を理解する．��
5. 交流，直流高電圧測定技術を習得する．��
   インパルス高電圧測定技術を習得する．��
6. Ｘ線装置，電気集塵機，ゼログラフィーなどの高電圧応用機器の原理を理解する
．

前期期末試験 実施する

後期中間試験

後期期末試験
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